
 

1 

所信表明（令和７年第４回八潮市議会定例会） 

 

 本日、ここに、令和７年第４回八潮市議会定例会を招集申し上げました

ところ、議員の皆様におかれましては、ご健勝にてご参集を賜りましたこ

とをまず御礼申し上げます。 

 はじめに、諸議案のご審議をお願いするに先立ちまして、市長として４

期目の所信の一端を述べさせていただきたいと存じます。 

 私は、先の八潮市長選挙におきまして、市民の皆様からのご信任をいた

だき、引き続き市政を担わせていただくことになりました。 

 市長という職責の重さと市民の皆様の大きな期待を感じ、改めて身の

引き締まる思いでございます。４期目の任期につきましても、市民の皆様

の負託に応え、八潮市のさらなる発展のために全力を尽くしてまいる所

存であります。 

はじめに、本年１月、県道松戸草加線中央一丁目交差点内において道路

陥没事故が発生しました。改めまして亡くなられた方に哀悼の意を表し

ます。 

この事故により、市民生活は現在も大きな影響を受けております。事故

直後から道路管理者である埼玉県及び国へ迅速な対応を要請し、草加八

潮消防局、警察、自衛隊、関連事業者等とも連携して市民の皆様の避難、

ライフラインの復旧等に取り組んでまいりましたが、引き続き、一日も早

い復旧、復興に努め、今後も市民の皆様が安定した日常生活を取り戻すこ

とができるよう全力で取り組んでまいります。 
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 さて、私はこれまで、第５次八潮市総合計画に掲げた、「住みやすさナ

ンバー１のまち 八潮」を目指し、「共生・協働」、「安全・安心」をまちづ

くりの基本理念としてきました。３期目の４年間においても、この基本理

念のもと様々な取組を進めてきたところでございます。 

 ４期目においては、これまで進めてきた「教育文化・コミュニティ」、

「健康福祉・子育て」、「防災・防犯・消防・救急」、「産業経済・観光」、

「都市基盤・環境」、「新公共経営」の６分野の各施策を引き続き進めると

ともに、多様な価値観や考え方を積極的に導入していく「彩り」と社会の

様々な変化に迅速かつ柔軟に対応していく「しなやかさ」の視点も踏まえ、

「住みやすさナンバー１のまち 八潮」に向け、各分野で更なる取組を進

めてまいります。 

一つ目に「教育文化・コミュニティ」の分野では、次代を担うこども一

人ひとりが自ら学び、考え、行動する力を身に付け、それぞれの個性や可

能性を伸ばせるように支援するとともに、義務教育のレベルアップ、安全

でおいしい給食の提供など、教育への取組を加速してまいりたいと考え

ております。 

義務教育のレベルアップについては、例えば、小中一貫教育に基づいた

カリキュラムの充実、個別最適な特色ある教育の推進など、市独自の教員

等の増員も含めて、総合的に進めてまいりたいと考えております。 

給食については二度と食中毒を起こさないよう、衛生管理、食材管理の

徹底と安全でおいしい給食の提供へ向けて取り組んでまいります。現在、

学校給食審議会から整備方法についてセンター方式で１施設２つの調理
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場という答申をいただいており、今後は、建設用地取得にむけ県との協議

や基本構想、基本計画の策定を進めてまいります。 

 そのほかにも、「共生・協働」の視点では、人と人、人と地域とのつな

がりやふれあいを大切にするまちを目指すとともに、多様なまちづくり

の主体が、地域の課題を共有し、それぞれの特性を活かしながら 協働に

よるまちづくりを推進します。 

また、多文化共生に向けた取組を進めるとともに、地域コミュニティの

核となる町会自治会との連携や必要な支援などに努めてまいります。 

 二つ目に「健康福祉・子育て」の分野では、誰もが健やかで心豊かに自

分らしい生活を送ることができるよう、主体的な健康づくりの支援に努

めます。 

また、地域における高齢者の社会的孤立を防止するため、地域での交流

の場や居場所の提供に努め、高齢者が生きがいを持って生活ができるよ

うな施策を進めていきます。 

子育てについては、子育て世代が多く住むまちとしてのニーズに応え、 

安心してこどもを産み育てられるよう、産科の誘致に積極的に取り組む

とともに、地域における子育て環境を整備し、子育てしやすいまちを目指

します。 

子育て世代は働き世代でありますので、いわゆる「小１の壁」問題の解

消については、放課後子ども教室、学童保育の拡充を含め、今後、さらに

対策を強化してまいります。 

三つ目に、「防災・防犯・消防・救急」の分野では、本市の基本理念で
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ある「安全・安心」の実現に向け、災害に強く、しなやかなまちづくりを

目指します。暮らしの安全・安心を守ることはまちづくりの土台となるも

のです。本市では、これまでも防災・減災対策や、治水対策に力を入れて

きましたが、近い将来に発生することが懸念される大地震や近年頻発す

る集中豪雨等の自然災害に対し、被害をできる限り軽減して迅速な復旧・

復興ができるしなやかさを兼ね備える必要があります。災害に対する市

民一人ひとりの意識の醸成を図り、自分の身を守るために必要な知識や

技術の習得を支援するとともに、地域の特性に応じた「地区防災計画」の

作成を支援し、担い手である自主防災組織の活動促進と連携強化を図っ

てまいります。 

また、自主防犯組織の育成とともに防犯灯、防犯カメラなどの整備を促

進し、犯罪抑止力の強化、治安・防犯対策や交通安全対策などを進めます。 

今回の県道松戸草加線の道路陥没事故は、インフラ管理が国、県、市と

分かれることによる対応の難しさを浮き彫りにし、連携の重要性を明ら

かにしました。本市としては今回の事故を教訓に、再発防止を進め、老朽

インフラの点検サイクルの短縮、点検方法の高度化など監視体制・予防保

全の強化を国、県に積極的に訴えてまいります。 

四つ目に「産業経済・観光」の分野では、農業、商業、工業、観光など

の産業領域において、それぞれの状況に応じた担い手、人材の育成・確保

のための各種支援など、地域産業を支えるために積極的にサポートし、農

商工の活性化や新たなにぎわいの創出を目指します。県内３位の製造業

事業所数を誇る八潮は産業政策も重要であります。特に、中小企業支援や
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事業承継の取り組み、八潮独自の視点を加えた八潮のブランド認定を充

実し、『八潮には素晴らしい商品・企業がある』と内外に発信し、地元産

業の活性化を強力に行ってまいります。 

 また、農業の分野では、八潮には素晴らしい技術を持った多数の生産者

がおります。お互いの技術を発揮できる生産・流通・販売の場をつくるた

め、市としても都市農業政策を積極的に推進してまいります。 

加えて、フラワーパークやＴＸ八潮駅周辺の活性化等による新たなに

ぎわいの創出や、本市の観光資源の発掘、魅力の発信に引き続き取り組ん

でまいります。 

五つ目に「都市基盤・環境」の分野では、都市計画マスタープランに基

づく、均衡ある都市の発展に取り組むため、立地適正化計画の策定を進め

るとともに埼玉版スーパー・シティプロジェクトの理念である「コンパク

ト」「スマート」「レジリエント」の 3つの要素を兼ね備えた持続可能な脱

炭素社会の実現や地域特性を活かした誰もが快適に暮らせるまちを目指

します。 

公共交通機関や徒歩で移動できる範囲に生活に必要な施設を効率的に

整備し、自家用車への依存度を低減しつつ、「MaaS：次世代交通サービス」

の導入など、公共交通の充実により、環境への負荷を減らし、誰もが快適

で便利に移動することができるまちづくりを目指します。 

外環道のパーキングエリア、スマートインターチェンジの整備、北部拠

点の形成については、国、県、事業者と協力しながら、着実に事業を進め、

周辺地域の交通利便性の向上、地域の産業活性化などを目指してまいり
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ます。 

 最後に、「新公共経営」の分野では、アセットマネジメント、ＤＸ（デ

ジタル・トランスフォーメーション）を更に推進するとともに、官民連携

による新たな手法でのまちづくりを進めてまいります。 

 更に、今まで述べてきたような取り組みのほかにも、本市が抱えている

公共施設の老朽化対策、区画整理事業など多くの取り組みを進めていか

なければなりません。限られた財源をいかに有効に活用するかが求めら

れております。これからのまちづくりは公共だけで取り組んでいくのは

限りがあると思っております。 

 また、複雑化・多様化する市民ニーズに迅速かつ的確に対応するため、

民間活力の導入など、限られた経営資源の中で費用対効果を十分に見極

め、健全で効率的な行政運営を実現するとともに、持続可能なまちづくり

を目指してまいります。 

 これらの私が掲げた公約を実現させるためには、議員の皆さまをはじ

め、市民の皆さまのご理解、ご協力が不可欠であります。 

 まちづくりの原点は人です。まちづくりは行政だけではうまくいきま

せん。「みんなで協力しよう」「自分たちでまちをよくしよう」という気持

ちをお互いに持ち、協力することで、八潮はもっと良くなります。市民の

皆様と一緒に考え、共に動く、それが「共生」と「協働」のまちづくりで

す。 

 市民の皆様が、八潮に住むことの誇り「シビックプライド」を持ち、ま

ちづくりに行動・参画すること、それこそが「住みやすさナンバー１（ワ
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ン）のまち」へとつながります。「住みやすさナンバー１のまち 八潮」

を実現していくためには、市役所のみならず、市民、企業、団体等、それ

ぞれが多様な価値観のもと、一丸となって、一緒にまちづくりを進めてい

く必要があります。 

 八潮に暮らす皆様が「八潮に住んでよかった」と思えるよう、常に市民

の皆様の声に耳を傾け、ご協力をいただきながら、また、第５次八潮市総

合計画を継承しつつ、本定例会にてご審議いただく、第６次八潮市総合計

画（案）の「子育て・教育・文化」、「健康福祉」、「防災・防犯・消防」、

「産業経済・観光」、「都市基盤・環境」、「コミュニティ・自治体経営」の

各施策を全力で取り組んでまいります。 

議員の皆様をはじめ、市民の皆様の深いご理解とご協力を心からお願

い申し上げ、これからの市政運営にあたっての私の所信の一端とさせて

いただきます。 


